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3Dプリンターによる地学教材の作成
本弓康之
3Dプリンターを用いて、立体模型を作製し地学教材として活用する取り組みを行ったD この取り組みの
結果、生徒自身の知っている地域の立体模型を使い生徒が実際に自分の手で触れながら作業させることは、
生徒の興味・関心を高めることに有効で、あることが明らかとなった。
キーワード、 3Dプリンター
1. はじめに
扱いやすし、3Dプリンターが家電量販庖でも市販され
るなど、 3Dプリンターを使って家庭却判交現場で、も立
体的なものを容易に作れるようになってきているD この
立体的なものを容易に作れる特徴を生かすことができれ
ば、写真や[~を使い立体的なものを想像しながら学習す
るのではなく、立体的なものを実際の自分の手に取って
考えながら学習することができると期待される。
特に、理科地学の学習での地球の内部構造や地層(断
層)、j由杉を珪拍卒するためにはそれらの立{材蒋造を頭で、イ
メージし理解する必要があるが、 3Dプリンター を月弘、
てそれらの立件司案型を作製し生徒一人一人が手に取って
学習することができれば、高い学習効果が得られると考
えられる口(地学教材として立{材葉型等が市販されている
が、高価なため生徒一人一人が手に取って考えさせるこ
とは難ししも)
そこで、本研究では3Dプリンターを使い、様々な地
判:則投試作し初寸としての活用方法を際せするととも
に、 3Dプリンターでff-JJ:えした地制実型を実際σ:授業で
活用する試みを行った。
2. 3D教材の誤作
3Dフ。りンターの手郵須には様々なものがあるが、本研
究では扱いが容易で、立体1杓なものができる様子を生徒
が観察できる熱熔角科顎言方法による 3Dプリンターを使
用したD材料にはABS樹脂およびPLA樹脂を用いた。
(士郎関莫型の試作)
国土地瑚涜ウェブサイトで公開されている 3Dデータ
より、立体t莫型(長野県信濃rnT1寸近)をABSi樹脂およ
びPLA樹脂により試作した。試作した結果、 ABS樹
脂は容易に熱で溶けるため扱いやすいが冷えると縮む性
質があり立f材;莫型を製作すると立{村英型が歪むなどの問
題があること、また、 PLAi樹脂は3Dプリンターから
1きl"J]旨を出すノズノレが詰まりやすし 1が冷えても縮みにくし1
ため立f村英型の歪が小さいことが分かった。
図1 試作した立制則~~ (AB S樹Jj旨)
また、 3Dプリンターで、出力で、きる拠1の大きさにつ
いて検討した結果、購入した 3Dプリンターで作::J~えでき
る最大の大きさ (15 cm X 1 5 crn)でも仰戎できること
が分かり、生徒でも扱しベコす一い15cmX 1 5cmf到支の大
きな立f材莫型がれ::J~え可能であることが分かった。ただし、
大きな模型を3Dプリンターで什司ミえすると、非常に時間
がかかる(図1の模型は約3時間で僧戎)など、作りた
し1立t料実型の大きさにより製作時間が大きく変わること
が分かった。
3. 教材としての活用
国土地理院ウェブ、サイトで公開されている 3Dデータ
を用いると、知りたい場所の1:由形図とその3Dデータを
入手することが出来る。
そこで、生徒の自宅{寸近の立{利英型 (15 cm>く15cm) 
を3Dプリンターで作成しその立体地図にペンで直接、
河")1 .幹線道路 .@Jo蓋等を記入させ、地:hjJZの紡災マップO
との比較を行わせるとしづ実習を詞託Tした。作成したP
LA樹脂の立{利英型は黒色のためぺンで直接記入するこ
とは難しいと考えられたが、発色の良い水性ペン(ポス
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カ等)を使うと良いことが分かり、水性ぺンを使用しfこ4
(実習の手)1昂
①生徒の自宅付近の土宙開~と 3D プリンターで作成
した立体地図を比較する。
②地形図を見ながら、河川1.車手線道路・鉄道等を水
性ベンで記入する。
③ 自宅の場所を立体地IZlに記入する。
④記入した立{科:莫型を観察し、 lき宅付近のJ也聞こっ
いて考察する。
⑤ 自宅付-近の防災マップoをインターネット等で調べ
る。
⑤誠べた防災マップ。からj雌 1場所を立体地図に記入
し、考察する。
留2 実習のf*子
図3 記入した立{材莫型
(感思の一部)
・自分の住んでいるまわりの地形を見て、白分がでこぼ
こが少なく平らな場所に住んでいることがわかっ7こ。
-立体地図を見ることで、地図ではわからなし吐也形に百
をつけることができたq
-普段:意識していなかった自宅付近のi也杉を知ることが
できた。
この実習の結果、生徒が普段意識しない自宅付近の地
形について立体模型を使って実習を行うと、自宅付近の
士制ラの様子と生徒自身の日常的な経!換が結びっくため、
生徒が興味・関心を持って取り組む姿が見られたととも
に、自宅付近の河川・幹線道路・鉄道等が地形と関連し
ていることに気づきながら取り組む生徒が多くみられた口
4. おわりに
立{村英型を生徒一人一人が手に取って学習することが
できる 3Dプリンターの利用が学習現場でも増えると期
待される。本研究でも、生徒が実際に自分の手で脅財1な
がら作業できる教材を用いることは、生徒の興味・関心
を高めることに有効で、あることが明らかとなった。
しかし、 3Dプリンターでの教1寸作成の現在の問題J点
として、立体模型のイノ問先までに時間が非常にかかり、容
易に教材を当封諾することが難しいことが挙げられるO
限記
本研究は、平成27年度手羽7費現万JJ1Vf究 15HOO185の
助成を受けたものである。
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